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１．研究の背景と目的 

（１）被爆樹木とは 

 1945年8月6日8時15分，広島市に原子爆弾が投下された。

投下直後は，70年あるいは75年間の生物不毛説が報道されたが，

同年，東京大学都築正男ら原子爆弾戦災調査班による調査の結果，

75年不毛説は間違いであると新聞発表 1)された。 
 被爆樹木とは，広義には原爆にさらされたすべての樹木である

が，対象範囲を広げると被害の実態が判然としない，また周辺山

林までの実数の把握が困難であるという理由から，広島市は，原

子爆弾災害報告集の中で，原爆の被害が顕著な全壊全焼地域であ

る，爆心地からおおむね 2km 以内で被爆した樹木を被爆樹木と

して認定，調査，保存を行っている。被爆樹木の認定要件は，戦

前から爆心地からおおむね2km以内に生育しているか，2km以

内で被爆しその後移植された樹木で，根元が残りヒコバエが成長

したものを含む。判定は複数人の証言，または証言された樹木が

戦前の航空写真に写っているもので，樹木医が樹齢等の判断をし

て最終決定される 2)。認定単位は箇所であり，1箇所につき1種1
本から 1 種複数本あるいは複数種複数本が含まれる。2013 年 9
月現在，55箇所が認定されている 3)。 

（２）既往研究と本研究の位置づけ 

 被爆樹木に関する最初の調査は原子爆弾災害調査報告の生物学

的調査 4)である。調査の第一回は被爆2ヶ月後の10月中旬，長崎

で，同下旬広島で行われた。第二回は翌年4月下旬広島および長

崎において同様の方法によって行われた。この調査の 2 年後， 
1947年，勝田神能による卒業論文，原子爆弾による被害植物の解

剖学的研究 5)が発表されている。これは2010年8月に広島大学関

係者により発見され，広島平和記念資料館に所蔵されている。

2001年3月には広島市が被爆樹木調査報告書 2)を作成した。 
 上述の大滝・船橋（2011出版）4)勝田（1947）5)の後，堀口（2001） 

2)が作成されるまでの約60年間，被爆樹木に関する調査や研究は

ほとんどされていない。これは，GHQ により原爆被害の実態に

関する報道が禁じられた（1945年9月19日のプレスコード指令）

ことが，後まで影響していると推察する。堀口（2001）2)は，樹

木診断を主とした調査により被爆樹木の樹勢回復処置につなげ，

被爆樹木であることを示すプレートをかけ平和教育の意義を果た

している希少な成果である。しかし，本論文のように，被爆樹木

を一定の基準により分類し，樹形異常の実態と爆心地との位置関

係について論じている成果は皆無である。著者らが 2009 年より

行っている予備調査の結果，被爆樹木を後述する基準で分類する

と，被爆遺産としての意義は異なるという仮説に至った。特に，

被爆樹木のうち，ある類型は，被爆時の障害が累積し，爆心地と

の相対的位置関係を明確にする形で樹形異常を生じ，その結果，

爆心地に向かって傾斜していることが示唆された。本論文は被爆

樹木の外形観察・傾斜計測と爆心地との位置関係を解析すること

により，その実態を明らかにし,被爆樹木の被爆遺産としての意義

や価値に新たな視点を加え，今後の課題を提案するものである。 
 
２．調査方法と結果 
（１）被爆樹木の類型と調査対象の選定 
 広島市における被爆樹木を①単幹であるか否か，②被爆時点で

障害を受けた地上部が残っているか否か，③被爆後に移植された

か否か，により8類型に分けると表－1のようになる。 
 

表－1 被爆樹木類型表 

 

広島市における被爆樹木が爆心地との位置関係において示す樹形異常 
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 被爆樹木には被爆時あるいは直後に地上部がすべて焼失し，そ

の後，ヒコバエ等から現在の状況まで復活したものがある（写真

－1）。また，被爆後，別の場所に移植されて現在まで存続してい

るものもある。 
 本論文では単幹で，被爆時点の障害を地上部に現在まで明瞭に

残し，移植を受けていない被爆樹木A類型に着目し調査を行った。

この類型に属する被爆樹木は，被爆後から現在まで，同じ場所に

おいて被爆時の障害を累積的に樹形として表現し続けている。も

ちろん現在の樹形は，人為的管理や被爆以外の要因も併せた結果

として形成されているわけであるが，それにも関わらず，爆心地

との相対的位置関係において明瞭な傾向が見いだされれば，生き

る戦争遺産として新たな意義が再評価されるであろう。なおA類

型の比較対照区として，移植を受けたB類型，および地上部が一

旦失われて復活したC類型から計測可能な樹木を加えた。D類型

は実在せず，株立ちの E・F・G・H 類型は傾斜測定ができない

ため，本調査対象としない。調査対象樹木の一覧を表－2に示す。 
（２）被爆樹木の外形調査 

 被爆樹木の樹形には，特有な以下の異常がある。①熱線・放射

線及び周囲の建造物火災による火傷，萎縮（写真－2）。②障害を

受けた反対側の幹の肥大と根の伸張。③組織死滅による洞（うろ）

（写真－3）。④被爆後地上部の焼失による根元あるいは主幹頂部

からの株立ち（写真－5）。⑤主幹の傾斜（写真－4）。 
 本研究に於いては,A・B・C類型の被爆樹木について，①②③④

の観察調査を行った。さらに樹形異常を定量化できる指標として

⑤に関する計測調査を実施した。（2013年9月12-14日の3日間） 

 A類型の被爆樹木の根元および主幹部を詳細に観察すると，以

下の共通の特徴が頻度高く見られる。①爆心地側に火傷の跡が黒

く縦に見られる。亀裂となっている場合もある（写真－7）。②爆

心地側の樹皮の割れ目は相対的に細かく，組織が萎縮しているた

め黒ずんで見える。内側にえぐれたような歪曲を示す。③爆心地

と反対側の肥大成長が見られ（写真－6），外側に膨らんだ歪曲を

示す。樹皮の割れ目が相対的に大きく明るい色をしている。④爆

心地と直角方向の両側の樹皮は健常な樹木と変わらない。⑤地表

に見られる根の伸張は，爆心地側に少なく，反対側は旺盛である

（写真－8）。⑥爆心地側の幹には新たな枝の発生が少なく，反対

側は旺盛である。これらの障害は被爆遺産としての特徴である。 
 障害が複合的に作用した結果として主幹を横断的に見ると，被

爆後 67 年間の経過において，爆心地側とその反対側では成長の

度合いが異なっていることが推測できる。そのために，被爆直後

に残存していた地上部までの主幹は，成長の度合いの差が累積し

て爆心地に向かって傾斜（湾曲）していることが観察された。 
 このような被爆樹木の爆心地に向かった特徴的な傾斜について

は，これまでほとんど指摘されていない。個々の被爆樹木を観察

しても爆心地との位置関係に気づかず，たまたま傾いていると判

断されたためであろう。堀口（2001）2)によると，爆風の吹き戻

しによるものとされている。この吹き戻しは鉄塔などについては

当てはまるが，一般的に樹木は一時的に傾きを生じても，その後

の成長で元に戻ろうとするものであり，雪害によって傾いた樹木

も次第に鉛直に戻る事例は多く観察されている 6)。被爆後に主幹

の頂部から発生した新梢は，単幹の場合にはそこからほとんど傾

斜を示さずに直上している。これは被爆後に新たに発生した組織

においては，爆心地側と反対側で顕著な生育の差が生じていない

ことを示している。 
 本研究においては，被爆樹木の特有の傾きに関する，生物的・

組織的な原因解明には至っていない。その解明には被爆樹木の内

部組織の解析が必要であるが，本論文においては現象の外部的観

察と計測に留めた。外形調査の結果を表－2に示す。また，図－1
に調査対象被爆樹木の位置を示す。                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      写真－1                     写真－2 

   上部が焼失し復活したクスノキ   火傷跡の残るクスノキ        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
  写真－3（樹木番号21）       写真－4(樹木番号23) 

   うろがあるプラタナス     主幹が傾斜するエノキ 

 
 
 
 
 
 
     写真－5（樹木番号13） 
  爆心地反対側のヒコバエが 

    旺盛なクスノキ 

       写真－6(樹木番号3)       写真－7(樹木番号21)  
  爆心地反対側の幹の肥大成長  爆心地側に亀裂が見られる        

     が見られるセンダン        イチョウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－8(樹木番号11) 
爆心地反対側の根張りが旺盛なクロガネモチ 
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表 － 2  調 査 対 象 被 爆 樹 木 リ ス ト  

 

（ A 類 型 ： 2 9 本 B 類 型 ： 2 2 本 C 類 型 ： 5 本 ）
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図－1 調査対象被爆樹木の広島市登録箇所番号による分布図 

丸数字は広島市登録箇所番号であり同番号に複数の樹木が存在する 

 
図－2 被爆樹木登録箇所（n=28）の爆心地までの距離 

 
（３）被爆樹木の傾斜計測方法 

 被爆樹木の傾斜を定量的に測定する方法は以下の通りである。

ⅰ）測定方法と測定機器 

 アルミ製 5 段式 5m 測量用スタッフにスマートフォン iPhone
（あるいは iPAD）を取り付け，iPhoneのアプリケーションであ

るSpyglass 7)により測定する。Spyglassはあらかじめ水平キャリ

ブレーションによる校正を行い，爆心地をTarget Pointとして画

面に表示される地図上に記憶させておく。Spyglassは，測定地点

の GPS による位置座標・標高・方位，姿勢センサーによる傾斜

度（垂線に対し，前後の傾斜Pitchと左右の傾斜Rollの2方向）

および測定地点から，あらかじめ位置座標を画面に表示される地

図上で登録した点（Target Point）までの距離と方位が計測でき

る。図－3に計測画面例を示す。 
ⅱ）被爆樹木の傾斜方位，傾斜角度，爆心地の方位の測定方法 

 被爆樹木について，根元から主幹が最も傾いている方向を目視

で決定し，その方向に測定機器を水平に置き，方位を360度法で

測定する。これを傾斜方位と定義する。計測地の現在地図をオー

バーレイ表示し，測定位置と方向が正しく，表示数値が安定静止

している事を確認する。 
 最も傾いている主幹の根元中心から傾斜している主幹の中心線

に沿って測定機器を傾け，主幹の鉛直線となす角度について，鉛

直を0度とした360度法で計測する。これを傾斜角度と定義する。

その際，傾斜角度面のRollが0度になるようにスタッフを調整す

る。また，直近にRC建築物がある場合，柱・壁を利用して鉛直

角度が0度になることを確認し，ずれがある場合は，ずれ量によ

り測定値を補正して記録した。ずれは2度未満であった。 

 
図－3 Spyglassによる測定画面例 

 

 主幹の中心から爆心地の方位をスタッフで示して，Spyglass上
に表示される爆心地までの方位を読み取り，これを爆心地方位と

定義する。 
 樹木の傾斜方位および傾斜角度の測定においては，どの線を最

大傾斜および傾斜方位とするかに判断を伴う。今回の測定におい

ては全て同一の計測者が当たり，判断した線を5mスタッフによ

り明示し，それを離れた位置から別の観察者が妥当性を確認して

いる。以上のように測定誤差を少なくする工夫はしているが，不

可避の誤差要因を含む状況下で非整形の樹形を現地測定した実感

として，方位で±4 度，傾斜で±2 度程度の繰り返し誤差が見込ま

れる。結果の解釈に当たってはその旨考慮する必要があろう。 

 

３．調査結果の分析と考察 

 測定結果を表－2に示す。 

（１）広島市内における被爆樹木登録箇所の分布 

 A・B・C類型の被爆樹木について，重複なく登録箇所を抽出し

て，その地点からの爆心地方位を図－4にヒストグラム化した。 
 これによると，一部220度前後（北東）の方位に度数が多いが，

被爆樹木のある箇所は爆心地を中心に0度から360度まで，ほぼ

一様に分布していることがわかる。爆心地との距離も図－2 に示

すように370mから2,160mまで分布している。このことは広島

市内に被爆樹木が偏り無く面的に広がっていることを示しており，

調査対象樹木の爆心地に対する方位と距離に大きな偏りは無い。 
（２）被爆樹木の外形観察の分析結果 

 被爆樹木の外形観察について表－2 の中で①〜④の 4 項目に分

類し，分析した結果，爆心地に近いものはほぼ樹木の上部が焼失

したため，大きな火傷跡や亀裂は見られなかった。しかし，残っ

た根への被爆の影響がその後の樹木の成長に影響し爆心地反対側

の肥大，傾きがある樹木もある（樹木番号 3・4）。爆心地に近い

ものでも，上部があまり焼失せず主幹が残っていたものに関して 
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は，その主幹部に大きなダメージを受け，成長が止まってしまっ

ている樹木（樹木番号 5）など爆心地反対側の近接する建物火災

の影響が傾きの直接的な影響を受けた樹木もある。爆心地から

1km〜2km以内の樹木では，ほぼ全数に明らかな被爆の外形的特

徴がみられた。原爆投下後，樹木の主幹が残っていた樹木のうち、

A類型とB類型には①火傷跡・亀裂（75％）と②爆心地反対側の

肥大（59％）の傾向が見られた。 
（３）被爆樹木の傾斜方位の分布 

 図－5 に A・B・C 類型の被爆樹木の傾斜方位をヒストグラム

化した。類型別および全樹木を対象として，傾斜方位をベクトル

化し，平均方向ベクトルを算出し，平均方向ベクトル長 r により

方位の一様性に関するレイリー検定 9)10)を行った。いずれの場合も，

傾斜方位において一様分布であるという帰無仮説を，有為な水準

で棄却できなかった。絶対方位において，被爆樹木の傾斜方位は

一様であると推定される。 
（４）被爆樹木の傾斜方位と爆心地方位の偏差分布 

 爆心地方位（α），被爆樹木の傾斜方位（β），偏差（δ）の関係

をとらえる。δ=β-αとする，ただしβ-α<0 の場合，δ=β-α+360 と

した。これにより爆心地方位を0として，被爆樹木の傾斜方位の

偏差を時計回りに360度の循環法で表現できる。これを図－6に

ヒストグラム化した。A 類型の被爆樹木のみに絞って見ると， 
±15 度という狭い範囲に，A 類型の 62％，±30 度には 79％のサ

ンプルが入る。各被爆樹木の偏差角をベクトル化し円周統計解析
10)を行った結果，A類型の場合，平均偏差角は10.2度で，爆心地

方位との偏差が小さく，B類型の場合は292.7度で，爆心地方位

と大きくずれている。その分布について平均方向ベクトルを算出

し，平均方向ベクトル長 r により方位の一様性に関するレイリー

検定を行ったところ，A類型の場合，相対方位において一様分布

であるという帰無仮説は 0.1％の危険率で棄却された（r=0.611，
n=29，p<0.001）。一方，B類型の場合，5％の危険率で棄却でき

なかった（r=0.356，n=22，p>0.05）。つまり，A 類型の被爆樹

木の傾斜方位は爆心地の方位と強い関係がある一方，B類型の被

爆樹木の傾斜方位は爆心地の方位とは無関係に一様であることが

推定される。C類型についてはサンプル数が少なく，検定に耐え

ないため分析は省略した。 
 爆心地と反対側に傾斜している樹木5本を個々に見ると，樹木

番号5は爆心地に近く，全体の被害が大きいため反対側の肥大が

乏しい。11は爆心地反対側の広島陸軍幼年学校の火災による被害

が直接被爆よりも大きな障害を残している。25は爆心地反対側の

河川に向かって倒れている。29は小学校敷地境界にあるため長年

強剪定が繰り返された。52は寺の山門と一体化しており人為的に

管理された。以上のような事柄が爆心地と反対側に傾斜している

要因の一つと考えられる。 
 B類型は，当初爆心地に向かって傾斜していたと想像するが，

移植によって，傾斜方位がランダム化された結果，このような分

布になったと推定できる。実際，樹木番号 22 のナツメには明ら

かな被爆痕跡があり，傾斜が認められたが，傾斜方位は爆心地と

は無関係であったことから，移植されたものであると即座に推定

でき，それが事実であることが後に確認できた。図－7 に全対象

樹木の傾斜方位図を示す。図－7 右上の登録箇所番号 50 には12
本のクスノキが集団で移植されているが，その傾斜方位は放射状

になっていることが分かる。移植の際に偶然に爆心地方位が合致

することはあり得るが，ほとんどが無作為の方向に植栽される結

果である。このことは，今後の被爆樹木管理に一つの示唆を与え

る。つまり，被爆樹木の移植とは，単に樹木を生かしたまま移動

すれば良いということでなく，被爆した方向を相対的に保つこと

によって，どちら側から被爆したかという被爆遺産としての情報

を保存できる。移植工事は今後も続く可能性がある。 

   図－4 調査対象樹木の登録箇所（n=28）からみた爆心地方位 

  

            図－5 全対象樹木（n=56）の傾斜方位 

   図－6 全対象樹木（n=56）の傾斜方位と爆心地方位の偏差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－7 全対象樹木（n=56）の傾斜方位図 

    （A類型：黒矢印，B類型：灰矢印，C類型：点線矢印）
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C 類型は被爆直後に地上部が全て失われ，その後地下部から新梢

が発生し復活したものであり，障害の度合いは地上部が残存して

いるA類型に比べて軽微であると推定できる。そのため，傾斜方

位においてA 類型よりも広い範囲に分布している。図－7によれ

ば，白色のA類型の多くが，明らかに爆心地に向けて傾斜してお

り，黒色のB類型樹木は爆心地とは関係なく傾斜している様子が

分かる。C類型樹木はサンプルが少ないが，爆心地に向け傾斜し

ているものと関係なく傾斜しているものが混在している。   
 

４．被爆樹木の被爆遺産としての意義 

 これまで，被爆樹木は広島の 75 年生物不毛説を覆す象徴とし

て，その生命力を尊びつつ，戦争の悲惨さを世界や後世に伝える

役割を期待されている。実際，被爆アオギリ 11)やナツメの種子を

世界に配布し，公園などで育成することが行われている 12)。地上

部が焼失しても，地下部から復活したハマユウ，グミやソテツあ

るいは株立ちとして巨木にまで成長したエノキ 15)もよく話題にさ

れる。また，民家に残されたクスノキなどの被爆樹木が小学校や

公園に移植され保存されている。小学校内で校舎の移転などに応

じてプラタナスが移植されている事例もある。これらはすべて，

A類型以外の被爆樹木で，全体の約2/3を占める。新聞・テレビ・

絵本などに取り上げられる対象は，ほとんどこれらの類型の被爆

樹木であり，それは樹木の生命力を感じ，移植や実の採集，分譲

などの話題性が大きいためであろう。 
 本論文においては，前述のA類型以外の被爆遺産の意義につい

て認めた上で，全体の約1/3を占めるA類型の被爆樹木の意義に

ついて考察する。これらは，これまで 67 年間，あまり話題性も

無く，同じ場所で生き続けているが，これらの穏やかな継続性を

再評価するべきである。つまり，A類型の被爆樹木群の多くは，

爆心地に向け傾斜しており，いわば 67 年間爆心地の方向を自ら

指し示している。この全体像を鳥瞰的に見れば，被爆樹木群が爆

心地を包み込んでいるようである。これらの樹木をたどり歩く場

合，爆心地の方位を認識しながら観察すると，必ずその痕跡を見

つけることができる。さまざまな爆心地からの距離と方位におい

て，広島市の原爆被害を面的に理解することができる。これは，

単に印刷物などにより理解できるものではなく，自分の足と眼と

手で体験することにより，一層深く感じ取ることができよう。い

わば被爆樹木の森がマインズオンのフィールドミュージアムであ

り，平和教育の生きた教科書である。被爆樹木が爆心地に向かっ

て傾斜している理由は，前述したように，生物的特性によるもの

と思われ，67年間という長い間でも，緩和されるどころか，むし

ろ顕在化する形で被爆影響を示している。それら被爆樹木の声な

き声をメッセージとして受け止めるためには，それなりの解説（イ

ンタープリテーション）が必要であるが，そのような条件を満た

すことにより，これまで地味な存在であったA類型の被爆樹木の，

被爆遺産としての価値を正しく理解できるようになり，これまで

保全してきた努力が報われることになろう。 
 
５．今後の課題 
 被爆樹木に関する今後の課題として以下が考えられる。①被爆

樹木が単木の集合でなく，爆心地を中心として市内に面的に広が

る一体的な「森」であるという発想に立ち，それらの空間的相互

関係を認識する。②被爆樹木を生きる被爆遺産として建築物・構

造物などの管理と明確に区分し，その際，新たに被爆樹木に一連

の個体番号をつけ，所有者や管理者が異なっても一体的な情報管

理を行うことができるようにする。③被爆樹木を健全に保護育成

していく中で，移植により保存する場合には爆心地との相対的方

位を保持する。④被爆樹木の内部調査により傾斜のメカニズムを

解明する。⑤被爆樹木を平和教育においてどのように活用してゆ

くか，被爆樹木からどのようなメッセージを受け取るべきか検討

する。⑥被爆樹木を含め被爆遺産を見て観光客が被爆樹木をどの

ように受け止めるかを検討する。⑦被爆樹木に関する情報を現地

においてどのように伝えるか検討する。⑧総合的に戦争遺産・被

爆遺産として被爆樹木を位置づける。最後に⑨これらを様々な視

点から解決してゆく組織的・人的・情報的交流が不可欠である。 
 著者らの当面の研究課題としては，本方法を長崎市においても

適用し，調査を行うことである。さらに上述の被爆樹木に関する

課題に対して少しでも貢献できるよう具体的な研究を進める。 
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補注及び引用文献 

補注) 表－１に示した被爆樹木は合計102本である。一方，広島市が公開している情

報では，被爆樹木は55箇所，約170本とある。本数の実数が曖昧であり，被爆樹木を

示すラベルが付いていないものもある。本研究においては，現地において個体レベルで

被爆樹木を特定できる最も信頼できる情報として，被爆樹木に関する国際的活動を行っ

ているUNITAR（国連訓練調査研究所）広島事務所と特定非営利活動法人ANT-Hiroshima

が作成・公開している被爆樹木データベース8）を採用した。 

写真1〜8は著者が2013/9/12-14に撮影したものである。 
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